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三好達治の詩的空間

一 フ ラ ンス 詩 との 関 わ りをめ ぐって 一

柏 木 隆 雄

要 旨

昭和初期か ら30年 代後半にいたるまで、仔情詩人として活躍 した三好達治の詩業 は

多 くの詩集 に窺われるが、詩作の根底 に彼が学 んだフランス語詩の影響がある。人口

に膳灸する彼の 『測量船』中、取 り分 けて有名な 「雪」と 「楚のうへ」の両詩につい

て分析 を試み、「楚 のうへ」については、フランス詩 とのかかわ りで新たな視点を得

ようとする。 またジュール ・ルナールや フランシス ・ジャムの詩の読書体験か ら、三

好の詩作に与えた影響 を探る。 さらにその詩的生涯 において特記すべ き、福井県三国

町での戦中 ・戦後の生活 についても考察 を加える。

キ ー ワ ー ド1.三 好 達 治2.

4.日 本 詩 の 押 韻

ボ ー トレ ー ル 、 フ ラ ン シ ス ・ジ ャ ム3.『 測 量 船 』

は じめに

三好達治という詩人は、小学校、中学校、あるいは高等学校の国語の教科書などで

よく知 られてお り、俗 に 「国民詩人」と称 される一人に数え られている。た とえば 「艸
あけがた

千里濱」 という詩などは、その冒頭 の数行 「われ嘗てこの国を旅せ しことあ り/昧爽

のこの山上 に われ嘗て立 ちしことあ り/肥 の国の大阿蘇の山/裾 野には青草 しげ り/

尾上 には煙なびかふ 山の姿は/そ のかみの 日にもかは らず/今 日もか も/思 出の藍 に

かげらふ」の詩句を、修学旅行で阿蘇 山を訪れた際、思わず も口ず さんだ人が、私以

外 にもきっとあるはずだ。そ して
の ぞ み は た と せ

「しかはあれ/若 き日のわれの希望 と/二十年の月 日と 友 と/われをお きていつちゆ
よわひ

きけむ/そ のかみの思 はれ人と/ゆ く春のこの曇 り日や/わ れひとり齢 かたむき/は る
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たかはら

ばると旅 をまた来つ/杖 により四方 をし眺む/肥 の国の大阿蘇の山/駒 あそぶ高原の牧/

名 もかなし艸千里濱)(『 艸千里』昭和14年 四季社刊)の 叙情は、 まさしく三好達治

の本領 を遺憾な く伝 える詩句だろう。

筑摩書房か ら12巻 で出ている彼の全集は、必ず しも断簡零墨 まで も伝えた完全な全

集ではない。文人気質の強い三好達治は、自作の取捨にきわめて厳 しかった。甲子 園

で戦 う高校 野球チームが勝利す ると、その校歌が斉唱 され る。それ らの作詞者 に白

秋、晩翠、西条八十など常連の名が並ぶ中、三好の名はない。彼 らと同等 あるいはそ

れ以上 と思 われる詩業を残 した三好達治には、 きわめてゆか りの深い福井県の三国高

校 と大野高校の校歌の他、伊藤整の懇望による東京工業大学歌、友人に頼 まれた角館

中学校歌 と濱名高校歌の計5作 しかない。降るような校歌の注文を、彼は頑なに以下

の理由ですべて断っていたとい う。すなわち自分は詩人としていつ不行跡で評判にな

るか もしれない、その時、歌 う人たちが恥ずか しい思いをすることがないように校歌

は作 らない、 と。いかにも古武士然 とした三好達治 らしいエピソー ドである。

1.「 雪」の世界

三好達治の詩といえば、 さきほどあげた 「艸千里濱」のほか、教科書な どに採録 さ

れ多 くの読者に親 しまれて一番有名なのは 「雪」 とい う作品だろう。

太郎 を眠 らせ、 太郎 の屋 根 に雪 ふ りつ む 。
ユ

次郎 を眠 らせ 、次郎 の屋 根 に雪 ふ りつ む 。

わずか二行の詩なが ら、含蓄のある、 さまざまな詩的イメー ジを誘 う、優 れた作 品

で、二行の詩句 は、いろいろな解釈の可能性を秘めてお り、さればこそ万人の胸に届

く名作 とされる所以がある。

雪国の田舎家の子供が二人、静かに降 り積 もる深沈たる夜の中に眠 り、その長男 た

る太郎、次男である次郎 もまたその横 で眠 りこける、 と解釈 するのが一般的だろ う。

しか し、 もし眠 り込む時間か らすれば年少の次郎か ら眠 り込むはずで、そうすると詩

の順序が違 う。初行 は次郎を眠 らせ、 とな らない といけない、などと理屈 を言うこと

もで きる。 しか し果た して太郎 と次郎 とはそ もそ も兄弟を謂うのか。あるいは太郎 と

次郎は隣 どうしの遊 び相手で、散 々昼 問遊 び回って疲れ果て、彼 らの遊んだ跡 をかき

消す ように雪が積 も り、太郎 も次郎 も静か に寝入 っている両家の屋根 にも降 り積 も

る、 とも解釈できる。あるいは太郎、次郎 も、子供ではな く一人前の大人であること

1三 好達治 「雪」、 「三好達 治全集』 第1巻 、筑摩書房 、昭和39年 、9頁 。
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も考 え られる。する と二人の寝入 る姿 も、 またそれな りに意味が深 まって くる、と

言 った形で、詩と言 うものは理解する ものではなく、感 じる ものだ、 ということを納

得 させ る詩の一つが、 この三好達治の 「雪」 とい う一篇である。

しか もまた、この詩 を雪国の光景 としたが、必ず しもそのように読 まねばな らぬ必

要 はない。普段は暖かい国の一夜、思いがけず降 り積 もる雪であるこ とも可能だ し、

太郎の屋根、次郎の屋根、それぞれ別なのか、一軒の家に太郎 と次郎の二人が寝てい

るという複雑な組み合わせ も思い浮かべ られる。のみな らず 「眠 らせ」 とあるか らに

は、雪の降ることによって、本来寝入ることので きない状況にある太郎、次郎が、雪

の静かに降 り積 もる中 を眠ることになる、そ うした精神的な事情 まで憶測することも

可能だ。詩人が幼い頃、舞鶴の家具商に養子に行 く約束で過 ごした雪のその地の一夜
2

を思い出しての詩句 という説 もある。加えて 「眠 らせ」る主語は何か。普通の文法で

は屋根 に降 り積 もる雪には違い なかろ うが、 日本の俳譜的流儀 で読 めば、「眠 らせ」

るのは、添 い寝する母親(あ るいは父親…その他姉、兄、情人、いずれ も読む人の情

感、想像によって当てはめることがで きる)と することも、 もちろん可能である。

いずれにせ よ、そうした様 々な異空間を背景にいろいろなイメージを膨 らませる感

覚 を生 む背景 に は、 この詩 が深々 と降 り積 もる雪 をイ メー ジ させ るの に、太郎、

Taroと 明 るい音 で始 めなが ら、最後Yuki-furitumuと(u)の 音が2行 の行末 に繰

り返 さ れ る とこ ろ に もあ る。 モ ー リス ・グ ラモ ン 『フ ラ ンス 詩法」(Maurice

Grammo凪 五例67∫〃α〃卿3、Delagrave、1967)の 所説を踏まえて、ルネ ・ウェレッ

ク らは、「一つの言語体系 の中には、語の 「骨相学』の ような もの、すなわち単純 な

擬声語 よ り、はるかに力のある音、象徴が存在するのである。高母音(e、i)と 薄い、

速 度の高い、明晰かつ明 るい物体 との、また低 母音(o、u)と ぶ ざまな、のろい、

退屈 な、暗い物体 との問の、根本的な連想 は音響上の実験で立証することがで きる」
ヨ

とい う。三好 の詩 「雪」 においてuと かoと い った音が重用 されて、重 く、暗 い、

遅 いもののイメージが、実に巧みに強調 されているのがわかるだろう。

繰 り返 しの詩句 「屋根 に雪降 り積 む」 もまたYaneniYukifuritumuと 、Yaの 音

で始めて、謂わばAの 文字形 を発話者の脳裏 に描かせ るように、大 きやか に覆 う屋

根 をイ メー ジ させ なが ら、だん だん にne、niと 音 を緊 張 させ てい っ て、Yuki、
ウ

furitumuとuの 音が4つ 重なることで、重 く、暗 く、静誼な音律 を響かせている。

このことは決 して偶然 に帰す ことはで きない。昭和27年(1952)に 至文堂の 「学生

教養新書」の一冊 として編 まれた 「詩を読 む人のために』の最初の節、「『千曲川旅情

22015年2月1日 「讃 責 新 聞』 日曜版 「よみ ほ っ と」1面 に前 田恭 一記 者 の 文 に あ る。

3R.Welleck&A.Warren,TheoryofLitterature,PenguineBooks,1963.p.162.
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の歌』 について」で、三好は詩語 において音律がいかに重要な働 きをするかを強調 し

ているか らだ。

学生向けの この解説書の中で、取 り上げた島崎藤村の作品中 「最 も出来栄えのす ぐ

れたもの として、永 く人口に月會灸 されて、古典的名作 と称 される所以」 を2つ あげ、

その第1の もの として三好達治は、音韻上の理 由をあげる。詩の冒頭2行 をKomoro

naruKojyonoHotori/KumosirokuYusiKanasimuと ローマ字書 きして、

オ　

第 一行 に は八個 の0が あ りますが 、そ の第 二第 三番 目、 また 第四 第五番 目の如 きは(と

りわけ その 第 三 第五 の如 きは)、 この一 行 を た だ 自然 に私 た ちが読 む もの と して、最 も音

量 の多分 な もの をそ こに置 い て、必 ず や 読 み進 ん で ゆ く こ とにな るで し ょう。(略)そ う

い う ぐあ いの 構 造 の第 一行 に続 い て、 第二 行 に移 る と、そ の 上半 部 には なお0母 音 が 二

度 くりか え され るの を見 ます 。そ れ は前行 か らの 余韻 を そ こまで持 越 した ような効 果 をそ
ユ 　

こ に担 い なが ら、 同時 に そ こか ら、U母 音 の くりか え しが始 ま ります 。U母 音 は この行

にお い て 四回 く りか え され ます が、 そ の三 回 は上 半 部 中央 までの とこ ろに集 まっ てい て、

しか もその 二 回は 明確 な響 きを もつK子 音 を と もなっ てい て印 象 的 に快 く耳 を うち ます。

なお その 上 に、更 に詳 し くい う と、 そ の個所 におけ るUと0と の位置 は、1を 中心 に して

ひ っ くりか え しに なっ た上 で それ が また 対照 的 にな って い て(略)、 そ の構 造が 大 変面 白
4

くで きて い るの に気 がつ くで し ょう。

と、詩の音調にきわめて重要な役割を認めていることか らも、三好の音韻尊重 は理解

で きる。三好の 「雪」 もまたある意味で こうしたUの 音が醸 し出す股々たる、かつ
じようじよう

搦 々たる雰囲気 によって、先 に掲 げた様々な詩解 を誘 うのだ。

2.「 甕 の う へ 」
いし

「雪」 に続 いて彼 の処女詩集 『測量船」 に収め られている 「楚の うへ」について も
いし

同 じことが言 える。「楚の うへ」 は三好の詩の骨格 を最 もよく示す初期 の代表作で

ある。

楚のうへ

あはれ花びらながれ

をみなごに花びらながれ

をみなごしめやからに語らひあゆみ

4三 好 達 治 『詩 を読 む 人 の た め に』、岩 波 文 庫 、1991,18-20頁 。
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あしおと

うららかの 量 空にながれ
ひとみ

を りふ しに 瞳 をあげ て

かげ

騎 りな きみ寺 の春 をす ぎゆ くな り
いらか

み寺 の 蔓 み ど りに うるお ひ

ひさし

庇 々に
ふうたく

風鐸のすがたしつかなれば

ひとりなる
いし

わが身の影をあゆまする楚のうへ

「測量船」(昭和五年)

この詩について、三好 自身、後年次の ような発言 をしている。

詩 は、 ただ 言葉 の都合 で、 それ のみ で、 そ こか ら組 み 立 て られ て ゐ る。創 作 だ か ら作 り

出 されて ゐ る もの と、受 け とつ て も らひたい。

そ こに含 蓄 され て ゐ る、す べ て の感覚 的 内容 、視 覚 的 要素 、心 理 的表 象 、 ない し気 分、

ムー ド、 言葉 の連 鎖 もつ れあ ひ に従つ て生 ず る進行 す る情 緒、 そ れ らは、 このひ とま とめ

の構 造(一 作 品)に 直 接 的 に 関 して ゐ る 限 り、右 の や う に まつ た くの 架 空 の 上 に 立 つ。

(略)

詩 は読者 の側 で 、め い めいが そ の受 け取 り方 を一 つの創 造 と して、 自由に、 だ か ら楽 し

く、受 け とるべ き筋 合 い の もので あ る。(略)「 み て らの い らか み ど りに うるお ひ … 」 と

ら

ただ その音 韻 を舌頭 に味つ てみ るだ けで も、 十分 こ とは足 りるので あ る。

ここで も三好 は、詩は音韻か らまず味わうべ きで、そこに自ずか ら詩の情感が感得

されるはずだと、先 に藤村の詩の解釈の際に述べたことを自作に敷術 している。語 る

に落ちる、という俗 っぽい言い方 はふさわ しくなかろう。む しろ三好の詩を解 く秘密

の鍵 を図 らず も明か してしまっていると言 うべ きだろ う。実際、 この詩 もまた 「雪」

に於 けるの と同様、母音 や子音が見事 に詩情 を構成 して一つの世界 を作 り上げてい

る。

季節はまさに花散 らむ とす る頃、4月 半ばであろうか。その春の愁い を含みつつ、

艶 やか なエロスさえほのかに香 らせ て、 きわめて拝情的 に、青春の1コ マ を歌 った

「楚の うへ」は、まず前半、優 げな花弁が風 に舞 う情景か ら始 まる。この時、第一句

5三 好達治 「楚 のうへ」、昭和36年6月 臨時増刊号 「国文学解釈 と鑑賞』(至文堂刊)、筑摩書房版 「三

好達 治全集』 第6巻 、287-288頁 。
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の 「花 びら」は何枚だろうか?お そ らく読者はひとひらの花 びら、おそ らくは春の花

である桜が散ってい く様 を、まず思い浮かべ るのではないか?「 あはれ、花び ら流れ」

は、ふ と青い空をひ らひ らと流れる一片の花び らに気づいて、思 わず発する言葉 とし

て聞こえる。そ してその花 びらは、折 しも歩 を運ぶ 乙女の上に流れてい く。この時、

花 びらはひとひらではな く、ひらひら、ひ らひ らと何枚 も乙女に降 りかかるイメージ

となる。

ではその乙女 は?ま ず ひとひらの桜の花 びらが落ちてい く。その先 を追うてい く詩

人の 目に、歩を運ぶ1人 の乙女の姿が 目に入る。そ してその乙女 に、はらはら、は ら

は らと複数の花 びらが降 りかかるのだ。はたしてその乙女はたった1人 で歩いている

のか。第2行 の詩句 はあたか も1人 きりでいる女性 を想像 させるが、おそ らくは花 び

らの ようにはかなげに美 しいその乙女 は、1人 ではない。最初に詩人の 目に留 まった

乙女 と連れ立つもう1人 の女性が、彼の 目に入っている。その ことは次の詩句でわか

る。「をみなごしめやかに語 らひあゆみ」、すなわち2行 目の 「をみなご」 は単数であ

り、第3行 の 「をみ なご」は、「しめやかに語 らひあゆみ」 とあるか ら、少 な くとも

2人 以上で声を掛け合っていることになる。 日本語 には西洋語のように単数 と複数の

語の違いがない。おなじ 「をみなご」の語 を連続 して使いなが ら、詩人はこの 日本語

の特性 を見事に生か しているのだ。 これは三好達治が単数、複数が明確に区別される

フランス語 を学習 していればこその離れ業 といえよう。

そ して乙女たちの足音が響いて、彼女たちは瞳 を空に向ける。そのまなざしに引 き

ず られるかの ように、詩人 もまた天を見上 げる。そこには青い春の空が広がって、い

わば女性たちの足元か ら、その まま垂直に詩人の視線が(と 同時に読者の視線 も)上
かげ

がって、爽快な一場の光景 となる。次の 「騎 りなきみ寺の春」の句は、女性の瞳が見

上 げる寺の上に、空が晴れて雲のないことを示すが、彼女たちの瞳もまた騎 りがない。

そこか らの連想 として、 むしろ瞳に映る空、それ を見つめる詩人の眼を感 じることが

できるだろう。

その彼女 たちの瞳に映る寺 も、光景 も、「すぎゆ く」ものにほかならず、「楚のうへ」

とい う詩が、おのずか ら流麗感を ともなうの も、第1行 「花びらながれ」、第2行 「花

び らながれ」、第3行 「語 らひあゆみ」、第4行 「空 にながれ」、第5行 「を りふ しに

瞳をあげて」 まで、すべ て動詞の連用形が用い られて、動的感覚が続 くとともに、す

べ てア行 の音が連 なって、a,e,iの 母音の明るく穏やかな風情が、おのずか らまき

散 らされるということになる。つ ま り、すべて動詞の連用形を用いることによって、

ひたす ら動 いて過 ぎて行 く様 を強調 してい る。のみ な らず、それ らの連用形は、e

(エ)と い う音を連続 して響かせることによって、いっそうの流動感を与えている。

過 ぎゆ くものは何 か。花 びらであ り、 をみなごである。今、春 を満喫 している桜、

i・
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乙女、あるいはそれ らは、すなわち 「春」 という時そのものにほかな らぬ。それ を痛

感する場所が、諸行無常 を実感す る場 としての 「寺」、すなわち 「花」や 「をとめご」

が象徴する生 と対峙する死を包摂する 「み寺」であるのは、まことに合点がい く。

青春の愁 い、と先 に記 したが、若い男性 としての詩人の思いが、をみなごたちの動
い らか

的な姿態か ら、或る意味でほのかなエ ロティスムに感応 して、「莞 み どりにうるおひ」
ひさし

や 「廟 々に」、そ して 「風鐸のすがた」が、活 き活 きと読者に響 く。なぜ なら緑 とい

う色 は女性の黒髪 につ なが り、廟 はまた女性 の庇髪 を連想 させ、(廟 々と同 じ言葉 を

重 ならせて、イメージを強調 している ところに、語 らい歩む複数の女性 を髪髭 させ る

か らだ)、 そ して風鐸のすんな りとなで肩の優 しい姿 も、女性のそれを思わせ、おの

ずか らこれまでのイメージを全体 として包み込む。まさしく詩人自身が嘆 じて、

あ た りの翠緑 が 映 じて ゐ るのか、 「彊 」 は 「あかが ね」 で、 そ れが青 く錆 びて ゐるの か、

ま たは 「か は ら」 が古 び て苔 む して ゐ るのか 、そ のい ず れ を指 す のか 、い ずれ の状 態 であ

るか 、 な どとい う突飛 な御 質 問 に接す る。 私 は軽 い驚 き と、返 答 の しや うの ない 困惑 を覚

6

え る外 はない。

と言 うように、彼に寄せ られる小、中学校の国語の教員たちの質問の多 くが、いかに

詩 を理解 しないものであるかは、詩人 とともに一驚するほかはない。
い し

ついでに言えば、「楚の うへ」の 「楚」は、作者の言 うところによれば、「楚石のうへ」

としようとしたらしいが、やむを得ず(お そ らく音調 と字面か ら、その ように決する
7

ことになったのだろう)現 在の題 に したのだ とい う。「楚」 は敷 き瓦が本来の意 で、

寺 の敷石 としてその字がふさわ しいか どうかは、さすがに詩人 も迷ったことだろ う。

おそ らくそれは楚の字が 「しゅう」 と読 まれて、愁 を連想 させ、 しか も春の意の対極

にある秋のイメージさえ脳裡 に沸 き起 こさせる機能を持つか らに違いない。

「楚のうへ」 において、 このように詩人の 目に映 じたすべてのイメージが流れ、動

いて、最後 には姿を消 してい く。 しか し、動的に描かれているすべての対象物、人物

や風景が軽やかに動いて消えてい く中に、ただ一つ動かぬ ものがある。す なわち詩人

その人だ。彼1人 、動 き移ろい行 く時 と場所の中で、動かず、立 ち止 まってひたす ら

動 きゆ くものを凝視 している。最後の詩句 「わが身の影をあゆまする」は、 もちろん

詩 人がゆっ くりと歩 むことを示 しているには違いない。 しか しよ く紙背 に徹すれば、

動 くのは詩人 自身ではな く、太陽が動いて、彼の影が歩いているように動 く、 と解釈

6前 掲 書 、287頁

7同 書 、286頁
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で きる。「あゆまする」は自動詞 とも読め るが、 また詩人の影 を 「歩 ませ る」他動詞

とも読めるか らだ。すなわち、 これ もまたゆっ くりと、時の流れを噛み しめることに

なる太陽の動 きにほかな らず、時と場所 と、いずれ も変転流浪 してい く中に、詩人が

感慨を噛み しめる形で終 わって、青春の何 とも知れぬ甘い、 しか し切 ない瞬間を詠 っ

て間然するところがない。

こうした感覚を読者に実感させ るのに大 きな役割 を果たしているのは、五感を駆使

した表現である。 まず 「花び らながれ」 と視覚に訴える。次に 「をみなごしめやかに

語 らひ歩み」、「うららかの足音」とあって、ここでは聴覚が強調 される。つ ぎには 「み

寺の蔓み どりにうるおひ」で、視覚 と同時に 「うるおふ」 とい う触感があ り、をみな

ごらの緑の黒髪を連想 させることで、嗅覚 まで動員 されることになるのだ。五感 を駆
い し

使 した詩句 を縦横に用いることによって、最後の詩句 「わが身の影をあゆまする楚の

うへ」は、その 「ひとりなる」 とい う言葉で、五感がそれを備えた詩人の一身に閉 じ

込め られ、一人ある詩人の孤独感が、 くっ きりと浮かぶわけで、 さればこそ、肉体そ

の ものではな く、その詩人の 「影」が、差 し照 らす太陽の光の ままに、「あゆむ」 と

いう表現によって、彼の孤独がいっそう浮 き彫 りにされるとともに、 きわめて詩情豊

かに詩が閉 じられるのだ。

3.「 甕のうへ」の淵源

ところで、寺の敷 き石の上に映る自分の影がゆっ くりと歩 む、 というイメージ、こ

れは奈良の風光を愛 して、その美 を歌 った会津八一の 「南京新唱』にある月夜の唐招

提寺での感慨を歌った1首 を想起 させ る。

唐招提寺にて
8

お ほて らの ま う きは しらの つ きかげ を つ ちに ふみ つつ もの をこそ お もへ

『南京新唱』 は大正13年10月 に出て、発刊 当初 はそれほ ど評判にな らなかったが、

昭和 も初年の頃には秋艸道人の名声は高 まっていたか ら、おそ らくは三好の読書のリ

ス トにあったに違いない。詩人の目に映 じるもの を歌って、 しかもあたか も客観的に

自らを翰晦 して詩の中に登場 させ るのは、同じ 『南京新唱』の中にある 「平城宮趾の

大極芝にて」 と詞書 きのある歌 と通底する。

はた なか の かれ た る しば に たつ ひ との うご くともな し もの もふ ら しも

8会 津八一 『南京新 唱』、「会津八 一全集』 第1巻 、中央公論社刊 、昭和43年 、19頁 。
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はた なか に まひ て りた らす ひ とむ らの か れた る くさ に
9

たちなげくかな

これ ら秋艸道人の3首 に、三好の 「楚のうへ」の詩趣 と似通 うものを感 じるのは論

者 だけであろうか。八一の唐招提寺での歌 については、八一 自身もその 『渾齋随筆』

(昭和17年10月 刊)に 言 うように、そ もそ もの元 となった 『万葉集』 にある三方沙弥

の歌、

たちばな やちまた

橘 の影踏む道の 八衙に ものをぞ思ふ 妹にあはずて

ユ　

を思い起 こさないではいない。 こうして三好達治の 「楚の うへ」の詩興 に立ち返れば、

昭和初期の詩人の感慨が、遠 く奈良朝の歌人の感慨へ と連なって、あるいは、古代の

歌の記憶が、大正期会津八一の短歌の世界 とな り、それが三好達治の中に一つの円環

を成すように回帰することになった、と言 うこともで きよう。三好の作 は、大正15年 、

同人誌 『青空』7月 号に載った。 まさに詩歌の伝統 という、さらにスケールの大 きな

世界を垣間見る思いがす る。

しか し 「楚の うへ」の詩趣 は、単 に日本の文学的伝統に則っているばか りではない。

この詩には、 フランス文学、 とりわけフランス詩 を勉強 した三好達治ならではの もの

が見出せるように思われる。すなわち、 この詩の6行 目か ら7行 目あた り、いわば視
ひとみ かげ り

点が 「をとめご」か ら 「天」へ と移 る重要 な箇所、「を りふ しに 瞳 をあげて/騎 な

きみ寺の春 をすぎゆ くな り」について今少 し注意 を凝 らしてみ よう。

この2行 、乙女たちの瞳に青い空に映える寺の伽藍が映っている。その瞳の中の伽

藍 は、乙女 たちの動 くままに、動いてい く。 この ように女性がいて、その女性の瞳を

見、その瞳の中に映っている光景 を見るのは、それ らを凝視 する詩人その人である。

これは、ボー ドレールの 「悪の花』(LesFleursdurnal,1856)中 の有名な詩 「旅への

誘 い」(L'lnvitationauvoyage)に おいて、恋人の眼の中に映 る閨房のあ りさまを、

詩人が見る技巧 を取 り入れているのではないか。以下にその詩 と訳を掲げる。

L'INVITATIONAUVOYAGE

Monenfant,masoeur,

Songealadouceur

D'allerla-basvivreensemble1

9同 書 、14頁 。以 上 の 引用 歌 は、 読 み やす さ を め どに 表記 で変 更 した。

10『 会津 八 一 全 集 』 第6巻 、6-11頁 。
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Aimeraloisir,

Aimeretmourir

Aupaysquitoressemble1

Lessoleilsmouilles

Decescielsbrouilles

Pourmonespritontlescharmes

Simysterieuxdetestraitresyeux,

Brillantatraversleurslarmes.

(.J
11

CharlesBaudelaire,五esFleursdu〃aal

わが子 よ、 わ が妹 よ

思 って もご らん、彼 方 に出 かけ て、

二人 で暮 らす その甘 美 さを1

ゆ っ く りと愛 し合 い、

愛 して、 そ して死 ぬ、

それ もお前 に よ く似 た その土 地 で1

鵠 の かか る空 に潤 んだ 太陽 が

私 の心 には、 まこ とに不 可思 議 な

お前 の裏切 りの

まなざ しの魅力 をたた えて

その 目に浮か ぶ涙 の向 こ うで輝 いて い る。(訳 は論 者 に よる)

この 「霜のかか る空 に潤んだ太陽が(略)そ の 目に浮かぶ涙の向 こうで輝 いている」

とあるのは、詩人が見る恋人の涙 に潤 んだ瞳に映っている太陽(さ ればこそ太陽は需

で潤んでいるのだ)を 、遙かに幻像 として捉えるのである。それは三好の詩で乙女が

見 はるかす青空を、詩人もまたその瞳の映るもの として 「見 る」幻影に等 しい。三好

が 「作品 『楚のうへ』ぜ んたいが、 もともと架空、どこかの場所 に実在す るどんな寺
ユ　

院をも、それは指 してゐない。現実の背景 はまった く、あ りはしないのだか ら」 と自

身がいみ じくも言 うように、詩人の幻影 を実に美 しく歌 うボー ドレールと、 まった く

同 じ技巧が用い られてい るのだ。「楚の うへ」 という清澄な詩 が、 日本的 なようで、

11CharlesBaudelaire,LInvitationauvoyagein(Euvrescoynpletesl,ed.Pleiade,1975,P・53

12三 好 達 治 「梵 の う え 」、 前 掲 書 、287頁
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どこかバ タ臭い、西洋的な詩、 とい う印象 を受けるのは、そうした詩の背景がおのず
ユヨ

と映 し出されるか らにほかなるまい。

フランス詩 とのかかわ りでさらに注 目すべ きは、三好の この詩が、ローマ字表記で

示せば さらに明らかなように、最初の詩句 から 「ながれnagare」 、「ながれnagare」 、
エ

ー 詩 句 飛 ん で
、「なが れnagare」 、 「あ げ てagete」 とeの 音 で 韻 が 踏 まれ 、そ し て 「行

イ

くな りikunari」、「うるおひuruoi」 、「廟々にhisasibisasini」 、と今度はiの 韻が多

用 されて、最後の詩行 「楚の うへishinoue」 が、流動する音、連続す る音 を象徴す

るエの律動で終 わっていることだ。

一般 に日本語の詩で押韻を施す ことが、きわめて困難であることは、先人たちの試

みの多 くが失敗 した ことを想起すれば十分だろ う。九鬼周造は、「日本語詩の押韻」

について論 じ、日本の古今の詩、万葉集から芭蕉の俳句、現代詩にいたるまでを渉猟、

さらにラテン詩、漢、唐詩、英仏詩 まで例 に引 く、文字通 りの博引傍証の議論 を展 開

しているが、彼が挙げる 日本の作例のいずれ も、多少は意識 したところもないではな

かろうが、ほとんどが偶然の産物の ように思われる ものばか りだ。その証拠に、九鬼

自身が押韻 を自覚 しての作例 は、 ほとんど詩の体 をなしていない。た とえば

詩
むご

裏切りし言葉は惨く
かな

詩は哀し情火の末路
むくろ

いつしかと冷たき骸

唱ふるは何の題目
ユ　

(以下 略)

他の詩 もほぼ同様だが、押韻す るために無理なこじつけや論理の破綻 を免れていな

い。戦後九鬼の所説 に触発 された若い文学者たち、中村真一郎、加藤周一、福永武彦

たちは 「マチネ ・ポエチ ック」 を立ち上げ、詩作 を発表 したが、「運動は数年に して

止 んだ。私を含めてその仲 間は、活動の舞台 を散文の領域 に拡 げて行 くことにな り、

押韻の実験 も中絶 した ままになった。そ して当時 を知る人は、その運動が詩壇のなか

で、四面楚歌だった、ほとん ど悪罵の声に埋 もれて終わった有様 を、今 も記憶 してい
ユら

るだろう」 と中村真一郎 自身が述懐 している通 りの結果に終 わった。

13東 大 仏文の恩師 である辰野隆 は、三好の学生 時代 、ボー ドレー ルを講 じてお り、 「ボ オ ドレエル

研 究序説』(第 一書房、 昭和4年)は その成果 である。三好はその書評 を 「帝国大学新 聞」 に翌

5年3月 に書 い てお り、彼 自身 ボー ドレールの散文詩 「巴里 の憂欝』(昭 和4年 厚 生閣出版刊)

を翻訳上梓 して、ボー ドレールの詩 に高い関心 を示 した。

14九 鬼周造 『押韻論』、 「九鬼周造全集』 第5巻 、岩波書店 、昭和56年 、426-427頁
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注意すべ きは、九鬼の 「押韻論」の初出が昭和5年3月 に出て、それが昭和6年10

月の岩波講座 「日本文学』に 「日本詩の押韻」 と題 して発表されていることだ。三好

の 「測量船』は同じ年の12月 。 もっとも 「楚のうへ」の初出は同人誌 『青空』で、大

正末年の ことだが、九鬼がその著で記す ように、 日本語詩の押韻の問題 を考えたきっ

かけは、 フランス滞在時の フランス語詩に親 しむ機会が多 くなったことにある。同時

期三好 もまたフランス語の詩を学 んで、同 じように押韻の秘儀 を研 究する機会があっ

たに違いない(先 述の藤村詩の分析に もその ことが示 されている)。 『測量船』刊行 に

先立つ九鬼の論考には、三好の詩 は取 り上 げられていないが、のちに昭和16年 の名著

とされる 『文芸論」中の 「日本語の押韻」 には、先の版に多 くの増補 を行 っていて三

好の詩 も引用 されているが、別の詩の数行がただ一つ、 日本詩の体言止めの例 に引か

れているに過 ぎない。 もし九鬼が押韻の好例 として 「楚の うへ」 を知 っていた ら、お

そ らく押韻の好例 として引いたのではなかろうか。いずれに しても、九鬼といい、三
ユ　

好 といい、フランス詩の体験が押韻への関心に大 きく作用 した ことは疑いない。

4.詩 人の形成

三好達 治 とフランス詩の関わ りを考え上 で、三好達治が どの ような過程で詩人 と

なったか、その生涯について簡単に触れてお こう。三好達治 は明治33年(1900年)、

大阪市西区西横掘町の生 まれ。父は特殊な印刷技術 を持つ職人であった。市岡中学 に

進 むが、軍人崇拝の父を喜ばせ ようと1915年 陸軍幼年学校に入 り、剣道やフランス語

を熱心に学んだ。士官学校 に進んだところで、父の職人気質が災い して家業が傾 き、

1921年21歳 で中退する。士官学校の同期には後の2.26事 件の首謀者が数名いる。太平

洋戦争勃発以降敗戦 まで、戦争 を讃える詩作に傾いたのは、彼の中の何かが後 を押 し

ていたのか も知れない。

家業 を助 けるはずが名人気質の父 と合わず、彼は親戚の援助 を得て三高に進み、桑

原武夫、丸 山薫、貝塚茂樹 らを友人 としたことは、彼 らの回想に詳 しい。そ して昭和

15中 村真一郎 「「日本詩 の押韻』 とマチネ ・ポエチ ック」、 「九鬼周造全集』 第5巻 「月報」6。

16た とえば 『測量船』補遺 にある 「昨 日は どこに もあ りませ ん」 とい う詩 は、

昨 日は どこに もあ りませ ん

あち らの箪笥 の抽 き出 しに も

こち らの箪 笥の抽 き出 しに も

昨 日は どこに もあ りませ ん

そこは昨 日の写真 でせ うか

そこにあなたの立つ てゐる

そこにあなたの笑つ てゐる

そこは昨 日の写真 でせ うか

以下 、すべ て ソネッ トの押韻 の ように、韻が重 なって変化 して いる。繰 り返 しの多い単調 さが、

三好 の詩 の欠点 とされるが、そこには多少 この押韻 の意識 が影響 しているのか も知 れない。
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2年 東大仏文科 に進学、同級生には小林秀雄、今 日出海、 中島健蔵、淀野隆三な ど、

後 に名 を知 られる秀才がお り、国文科 には堀辰雄がいた。後 に太宰治が大学時代 をカ

リカチュア風に語った小品の中で、 フランス文学の試験 を受けるにあたっての心境 を

書いた ものがある。

や がて 、あ か ら顔 の 教授 が、 ふ くらんだ鞄 をぶ ら さげ て あたふ た と試験 場 に駆 け込 んで

来た。 この男 は、 日本 一 の フラ ンス文學 者で あ る。 われ は、けふ は じめて 、この男 を見 た。

なか なか の柄 で あつ て、 われ は彼 の眉 間 の織 に不 覚 なが ら威 塵 を感 じた。 この男 の弟子 に

は、 日本 一 の詩 人 と 日本 一 の評 論家 が ゐ る さ うだ。 日本 一 の小 説 家、 わ れ はそ れ を思 ひ、
ユ　

ひそ か に顔 をほて らせ た。(太 宰 治 「逆行 」、 「晩年』 所 収)

この教授 は辰野隆、日本一の評論家 とは小林秀雄のことであ り、日本一の詩人とは、

ほかな らぬ三好達治だろう。太宰治のこの文章が発表 されたのは、昭和10年10月7日

発行の 「帝 国大学新聞」で、その頃には三好の詩人としての名声が確立 していた もの

と見える。

しか し三好達治が大学時代交遊 をもっとも深 くしたのは梶井基次郎だ。梶井は京都

の三高か ら東大国文科に進みはしたものの、重い結核 と闘いなが ら清洌な小説を書い

ていた。梶井 と同じ下宿 にこもって編纂 した同人誌 『青空』 は、梶井の傑作、例えば

「檸檬」が掲載 されたことで も有名 だが、三好 の 「乳母車」、「楚の うへ」などの名作

も同誌 に掲載 された。

昭和2年 三好が最大級 に尊敬する詩人萩原朔太郎 に紹介 される。朔太郎 は下宿 も紹

介する好意を示すが、彼 にとって記念すべ き朔太郎 との出会いは、同時に生涯の愛の

出会い ともなった。すなわち朔太郎の妹の萩原アイを知 り、再度破婚 して家に帰って

兄夫婦 と同居 したアイとの結婚 を真剣 に考 えることになるのだ。 このあた りの三好の

無骨な恋愛の表現については、朔太郎の長女萩原葉子が小説仕立 てで、彼 とアイの個
18

性 を活写 している。翌年東大仏文科を卒業、卒業研究はヴェルレーヌだった。ヴェル

レーヌが乱酔 と悔悟の繰 り返 しのうちに綴 った詩集 『叡智』 を卒論のテーマ としたこ

とは、後の詩人の運命 を遙かに予想 させるかのような皮 肉な思いに駆 られる。

卒業 と就職は萩原朔太郎の母親の厳命で、アイと結婚するためにどうしても突破 し

なければな らない関門だった。彼 は北原白秋の弟が経営する出版社 「アルス」に就職

し、出版予定のファーブル 『昆虫記』の翻訳 に取 り掛かるが、これは結局出版されず、

17『 太宰 治全 集 』 第2巻 、筑 摩 書 房 、1998年 、188頁 。

18萩 原 葉 子 『天上 の花 一 三 好 達 治抄 一 』、 新 潮 社 、 昭和41年 、12-13頁 。 萩 原 ア イ は慶 子 と変 名 さ れ

て い る。
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三好 も退社 を余儀な くされる。失職は萩原アイとの結婚を断念す ることで もあった。

しか も肝心のアイは達治の求婚 を喜んだわけではな く、三好の一方的な片思いで、ア

イは達治の求愛 に首 を立 てに振 らず、同 じ詩人なが ら当時歌謡曲の作詞で人気 も高

く、収入 も多い佐藤惣之助 と結婚することになる。以後十年 間、三好達治はひたす ら

翻訳で糊口をしの ぐ。

たとえば新潮社世界文学全集のゾラ 『ナナ』の下訳 とか、ボー ドレールの散文詩 『パ
ユ　

リの憂馨』の全訳、そ してファーブル 「昆虫記』。東大仏文での三好の先輩 にあたる

岸 田國士は、同 じ士官学校中退組で、三好 は34歳 の時、彼を媒酌人 として詩人佐藤春

夫の妹智恵子 と見合い結婚する。 アイを諦めての結婚は、あるいはその前年、親友梶

井基次郎が亡 くな り、心境に変化 を来 したか らか も知れない。

5.ジ ュール ・ルナールとフランシス ・ジャム

詩集 『測量船』以降 も、 フランス文学の翻訳で糊 口を しの ぎなが ら、三好達治は詩

を書 き続けてい く。フランス詩 とのかかわ りは依然 として彼の詩業に色濃い。た とえ

ば 「測量船』補遺にある 「川」、「池」、「噺」 といった作品は、岸 田國士が大正13年 に

訳 出 して評判 となった ジュール ・ル ナール(1864-1910)の 『葡萄畑 の葡萄 作 り』

(1894)や 『博物誌』(1896)の 筆法に倣ったところが顕著に見える。

鶴鵠

河鹿

石

川 の石 のみ ん なま るいの は、私 の尾 で たた いた ため です。

い い え、私 が遠 くか らころが して きた ため です。

俺 は昔 か ら まるかつ た んだ。 「川」

鯉

鮒

いくたびか鮒たむろする今朝の秋

二三枚うろこ落として鯉の秋 「池」

酪駝

針

俺 はそ ん なち っち ゃな孔 を通 らなけ りゃ天 国へ ゆ けない のか なあ。
20

い いの よ、私 が とほつた と云 つて あげ るわ。 「噺」

辰野隆は 「ジユ ウル ・ルナアルの目』 という文章で、詩人三好達治の 『南窩集』(昭

和7年8月 刊)の 中に、

19二 千枚 に及 ぶこの翻訳 は結局 出版 されなかった。余談 なが ら、三好 と同 じく陸軍幼年学校 に学 ん

で文学 や文筆活動 に転 出 した者 に大杉栄、岸 田國士 がいる。大杉栄 も 「昆 虫記』 の全訳 に取 り組

んでお り、 これは大正ll年 出版 されて、 日本最初 の 「昆 虫記』全訳 となっている。

20『 三好達治全集』 第1巻 、筑摩書房、 昭和39年 、96頁 初 出は昭和2年 。
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蟻が

蝶の羽をひいて行く

ああ

ヨットのやうだ。

カ ト ラ ン21

とい ふ四行 詩 があ る。之 も亦 ル ナ アル的 感興一 ル ナ ルデ ィイズ であ る。

と書いている。 自分の弟子である三好へ、の師 らしい心遣いが感 じられる評だが、

「南窩集』 の中には、 この 「土」 と題す る詩ばか りでなく、

「獄」

「あ んな に青 かつ たのが

こ んな に黒 くなつ たでせ う

そ うれ

ご らん」

といった詩など、いちいち挙 げることはしないが、ルナールを読 んだ ものには、その
22

ままルナールの引 き写 しと見えるような作 品が多 く見 られる。

しか し昭和9年 刊行の 「間花集』や翌年の 「山果集』 には、む しろ三好が当時愛読

したフランシス ・ジャム(1868-1938)の 影響 が強い ようだ。三好 は昭和初期に多 く

のフランス詩をい くつのかの詩誌 に発表 しているが、中で も多 くを訳 出しているのは

ジャムの詩である。ジャム詩の一例に 「雪が降る」の冒頭4行 を引 く

Ilvaneiger

Ilvaneigerdapsquelquesfours.Jemesouviens

De1'andernier.Jemesouviensdemestristesses

Aucoindufeu.Si1'onm'avaitdemander≪Qu'est-ce?

　ヨ
J'auraisdit:≪Laissez-moitranquille.Cen'estrien.≫

(以 下 略)

21『 辰 野 隆著 作 集 』 第1巻 、 改 造 社 、 昭和24年 刊 、551-552頁 。 初 出 は1933年4月 『え ・ぴ あ ん』。

22日 本 に お け る ル ナ ー ル の影 響 に つ い て は 、柏 木 隆雄 「交 差 す る ま な ざ し一 日本 近 代 文 学 とフ ラ ン

スー 』(朝 日出版 社 、2008年)第4章 、227-327頁 に 詳 しい。

23FrancisJammes,Ilvaneiger,dansl'Anthologiede1σ ρ06∫ガ6〃α綴 α∫sε,leXIXemesiecle,tome3,

ed.Rencontre,1967.PP.455-456.
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雪 が 降 る

雪 が数 日後 に降 るだ ろ う。私 は思い 出す

去 年 の こ とを。 私 は私 の悲 しみ の数 々 を思 い 出す

暖炉 の傍 で。誰 か が私 に 「どう した のか?」 と尋 ねて いれ ば

私 はこ う答 えた に違 い ない。 「そっ としてお いて ほ しい。何 で もな いん だ」 と。

(訳は論者 に よる)

詩句の平明、ものとしてそこはか とない叙情。真率な詩情。三好達治の表現 しよう

とした ものが息づいている一例 を掲げたが、昭和4年 か ら数年間、三好は熱心 にジャ

ムを読み、訳詞もボー ドレールを除 く他のどの詩人よ り多い。たとえば 「野苺」。

緑の襟飾りをつけた そしてわれわれのよりも

情深い 深紅の小さい心臓よ

お前は何の躊躇もなく 自分をそつくり与えてしまふ
　　

路 ばた に歩 み を とめた 貧 しい 人 に1

あ る い は 、 「鶴 鴇 」。

足 も と軽 く走 る と見れ ば ぴた りと彼 は立 ち どまる

はかりざお

それでも尾だけは 秤悼 のやうに振 りつづけて

平均をとつてゐる 右に二歩左に三歩
　ら

ち よい と様 子 をつ くつ て さて また今 度 は眼 に も とま らぬ足 の運 び

「野苺」は 『セルパ ン』誌(昭 和6年9月 刊)、 「鶴鴇」は 『生理』第2冊(昭 和8

年8月 刊)に 掲載 された翻訳詩だが、そのほか 『四季』第2冊(昭 和8年7月 刊)に

収め られた ものを含め全部で30編 。長 きにわたって彼がジャムを愛好 していたことが

わかる。 ジャムの詩の余波は、ジャムの訳詞 と同 じ題 の 「鶴鴇」(『南窩集」)に見 える。

ルナルデ ィーズとも言えるが、それ よりもいっそ うジャムの詩句や詩興に近い。

もみ じ

黄葉して 日に日に山が明るくなる

難川は それだけ緑 りを押し流す

24三 好 達 治 「九 月(フ ラ ンシ ス ・ジ ャム)」、 「三 好 達 治全 集 』 第12巻 、46頁 。

25同 書 、51頁 。
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せきれい

白いひと組 黄色いひと組 鶴鵠が私に告げる
たた26

「この川の石がみんなまるいのは 私の尻尾で敲いたからよ」

さらに 『聞花集』 になると、 ます ます ジャムの世界に似た風景が展開 される。

村の犬

かすかな木魂さへそへて 犬が哺いてゐる 静かな昼の村

私はそこに立ちどまる 庭の隅 蔵の前だな

一つの屋敷の奥で 犬が喘いてゐる

川向ふの葱畑から
27

またひよいと犬がとび出して 耳を傾ける

昭和10年 刊行の 『山果集』 は、更にジャム的な世界に沈潜するが、作例 を挙 げるに

は紙数が限 られているので、題名のみ を挙げておこう。「海辺」、「黎明」、「鮒」、「一隅」

等 々、枚挙 に暇がない。一つだけ引用する。

椋鳥

日ひと日 うら山の山懐に

おんなじことを喋つてゐる 椋鳥の群れ

松の間 椎の梢に 二羽たち 三羽たち
28

やがてまた 緑にかくれて…

この詩など、以下に引 く三好によるジャムの訳詞に、その詩境が似てはいないか。

遠い春

私はそこに 私の青春を垣間見る それは一株の野薔薇
まがき

陽のもとに いま花盛り 簾 の外へ差しのべた

小径の空のその枝は
29

小鳥に触れて しばしがほどは揺れやまぬ

26『 三好 達 治全 集 』 第1巻 、140頁 。

27同 書 、157頁 。

28同 書 、189頁

29「4行 詩 集 か ら」、 「三好 達 治全 集 』 第12巻 、46-47頁 。
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こうした田園や 自然 の中の人生 をテーマに した詩は、やがて時間 とともに醇化 さ

れ、友人たちからの、ジャムに就 きす ぎるという批判をも咀囎 しなが ら、ジャムか ら

徐 々に離れ、ほぼ5年 にわたる精進を経て、新たな彼の世界が形作 られたのは、昭和

14年 に発表された 『艸千里』であった。 しか しそのす ぐ後に大 きな事件が二つ待って

いた。一つは昭和16年 の太平洋戦争勃発であ り、いま一つは昭和17年 の、彼が敬愛 し

て止 まなかった詩人萩原朔太郎の死である。

6.詩 人のその後

朔太郎の死は、三好達治に とって戦争以上に大 きな衝撃であった。同時に、かつて

彼の求婚 を拒絶 して、詩人佐藤惣之助の もとに嫁いでいた、その妹萩原アイへの、一

度は断 ち切 った思い を、 また強 く意識 させ ることに もなった。昭和16年4月 の詩 に

「家庭」 と題するものがある。

家庭

息子が学校へ上るので
うた

親父は毎日詩を書いた

詩は帽子やランドセルや

教科書やクレイヨンや
こうもりがさ

小 さなu-,u傘 に なつた

四月一 日

桜 の花 の 咲 く町 を

息子 は母 親 につ れ られ て

古 い お城 の中 にあ る

国民学 校 第一年 の

入 学式 に出か けて いつ た

静 か に なった家 の 中で

親父 は年取 った女 中 と二 人

久 しぶ りで き くや うに

鵯 ど りの な くの を きい てゐ た

海の 鳴 るの を きい て ゐた
30

(『一鮎 鐘』(昭 和16年10月)

子供の入学費用を稼 ぐために、必死 になって詩 を書 き綴 り、それで買ったランドセ

30『 三好 達 治 全 集 』 第1巻 、415-416頁 。
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ルに喜 んで、息子は入学式に母親 と行 く。それをいかにも満足げに見送 り、式の有様

を想像する、 まことに家庭的な詩人の姿がそ こにある。 しか し彼の心の隅に懊火のよ

うに くすぶっていた萩原アイへの未練 な情念は、 この詩を書いた翌年の昭和17年 アイ

の夫佐藤惣之助が亡 くなって、彼女が独 り身になったと知って熱 く燃 え上がることに

なる。萩原朔太郎が亡 くなっての葬儀や後始末の際に、何度かアイと会 う機会があっ

たこ とも、恋情 をふ たたび燃 え上が らせ る要因 になった。昭和18年 三好 は妻子 と離
がたみ

別、5年 間住 んだ小 田原 を捨て、伊豆に赴 き、のちに詩集 「花 筐 』 に収 め られる詩

を書 き綴ることになる。その詩集 こそは、萩原アイへ捧 げる、含差に満ちた叙情恋愛

詩 だった。その序に当たる詩 「遠 き山見ゆ」で、

遠き山見ゆ

遠き山見ゆ
かすみ

ほの か なる 霞 の うへ に

は るか に眠 る遠 き山

(略)

ああ なほ彼 方 に遠 く

われ はい まふ とふ る き 日の思 出 のた め に

なつ か し き涙 あふ れい でん とす る ににた る

がたみ ヨユ

「花筐 』(昭和十九年六月)

ここに言 う遠き山は、もちろんアイの形象にほかならない。たとえば、

ねむ の花 さ く

ね むの花 さ くほそ路 を

か よふ朝 こそ たの しけれ

そ らだの め なる人 の世 を

たの めて老 い しみ なれ ども

と か 、

かへ る 日 もな き

かへ る 日 もな きい に しへ を

31『 三好 達 治 全 集 』 第2巻 、163-164頁 。
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こ はつ ゆ 艸の花 の い ろ

は るか なる ものみ な青 し

海の青 はた空 の青

あ る い は 、

艸の庵の
いほり

艸の庵 のまれびとは
は くふよ う

ま ひるの庭 の 白芙 蓉

海の こゑ さへ とよ もして
ヨ　

そぞ ろ ここ ろの はて もな き

等々、い くらで もその例を挙げ られるが、短詩およそ30篇 はことごとくアイへの恋

情 を歌 った ものだ。そ して彼女 と一緒 に暮 らす喜びへの期待 に、それこそ 「そぞろこ

ころ」 も無 い姿態が、いわば手放 しの喜びの表現で溢れている。昭和19年3月 、知人

の紹介ではるばる福井県三国に来た彼 は、彼女 をひたすら待 ち、4月 妻子 と離別、5

月にアイと正式に結婚、翌6月 詩集 『花筐』を刊行するのである。大正14年 の東大入

学以来恋い慕って きたアイと、 ようや く一つ屋根の下で暮 らす ことになったのだ。 し

か し現実にはさまざまの点でアイと齪酷することが多かった。その ことは酷なほどリ
ヨヨ

アルに萩原葉子が 『天上の花』のアイ との不毛な結婚生活 を暴いた文章で知 られるが、

あま りに生 々しい悲劇 をここでは引 くまい。三国での達治の新婚生活 を見 た友人の言

葉がある。

(前略)あ る状 況 が 出 しぬ け にや っ て きて何 らかの 事 実 の前 に一 三好 さん は華 や い で、

幸 福 にみ ち、 気負 っ た顔 もはれ ばれ としてい る こ とが 目立 った。 自己忘 却 の夏 の季 節 で も

あ った故 か兎 に角 三好 さん の期待 が実 現 した のだ。

愛子 さん は今 で も吾 々 の語 りぐさ にな るほ ど可憐 な美 しさが あっ て、 ス トイ ック な骨 組

み を も った三 好 さん に はセ ンシ ュ アル す ぎるの で は ない か と蔭 口 をた た い た こ と もあ っ

た。(中 略)

愛子 さん は傍で 三好 さんの銀 の細 ぶ ちの 眼鏡 をか け て 「竹取 物 語」 等 をひ もといて、 一

がたみ

瞬酸 郁 と幸 福 に み ち、物 倦 い初 夏 の海 の香 さ え はな や いで い た。 この前 後 に 「花 筐 」 が

32同 全 集 同巻 。167、199頁 、

33萩 原 葉 子 、 前 掲 書 。
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上梓された。 小野忠弘(筑 摩 『三好達治全集』第7巻 月報)

がたみ

この 『花 筐 」 について、シナ リオ作家 の田中澄江が、同 じ三好 の全集の月報にこ

う記 している。

小さな、ポケット版ともいえるような形で、それでも表紙には紺地に黄と朱の二色染め

の菱形模様が描かれていた。青磁社という版元であった。

田中澄江(筑 摩 『三好達治全集』第6巻 、月報)

論者は3年 ほど前、福井市で三好達治について話す機会があった際、三国時代の三
がたみ

好達治か ら直接手渡 された とい う 『花 筐 』 を知人か ら見せて頂いたこ とがある。ま

ことに瀟洒な、それこそ18世 紀 フランス貴族の上流夫人が掌 に弄 んだような、軽やか

な装丁の詩集であった。

当時の三好の心境 を語 る詩を見 てみよう。

いまこの庭に

いまこの庭に
ば ら

薔薇の花一輪

くれなゐふかく咲かんとす

彼方には

昨日の色のさみしき海

また此方には

枯枝の高きにいこふ冬の鳥

こはここに何を夢みる薔薇の花

いまこの庭に
ば ら

薔薇の花一輪
　　

くれ なゐ ふか く咲 かん とす

34『 三好達治全集』 第2巻 、190頁
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ここで歌 われる薔薇一輪は、 もちろんアイのこと、枯れ枝 に高 く憩 う鳥は達治。彼

の期待の大 きさが まざまざと示 されている。 しか しこれほど期待 していた恋人は、妻

として必ず しも詩人を満足 させず、 また妻 も詩人にまった く満足 しなか ったことは、

萩原葉子の著書 に詳 しい。結局わずか半年で二人は別れて しまう。 この時期、達治の

詩 は多 くはない。戦争 も末期の昭和20年1月 、アイと別れる直前 に刊行 された 『春の

旅人』4篇 の うちの1つ に詩人の心境が、以下の ように歌われている。

松子

昨日こし松の林に

今日もまた来たりてひろふ

松ちちれ籠にはみてれど
むな

空 しただ遠 きこ ころ は

か りや
一人すむ旅の仮屋に

た
一人焚 く松 の ち ちれ火

いい

赤あかと飯かしぐ問も
むな

空 しただ遠 きこ ころ は

(後略)

ヨら

『春 の旅 人』(昭 和20年1月)

松の子 と書いて、「まつかさ」 と読み、松 ちちれ、 も同 じ。松 の孤高の精神 を映 し

なが ら、同時にあの赤茶 けて、転がる松傘 に、詩人は己自身を重ねている。 しか も松

はそれこそ 「待つ」の意味を も含 む。何 を待つのか。やがて来るものを待つ身の、あ

たか も松傘が燃 えるような、赤 くただれるような寂蓼を噛み しめた詩 と言 えよう。

以後、三好達治は、 まる4年 の問、三国の海辺の家に孤独 を養 うことになる。

昭和24年2月 、彼 は三国を去って東京に居を移 し、いっそう孤独 な人生 を大都会の

中に営み始める。以後、詩人 としての名声 と、い くつかの詩集、たとえば 「酪駝の瘤

にまたがつて』 などの名詩集を世 に問い、芸術院賞 を受賞、さらに芸術院会員 となっ

て、詩人 としての栄誉の大抵 を手 に入れるが、その根底 に三国における、石川淳的に

言 えば 「幽居」の体験が、深 く横 たわっているように想 われる。

昭和37年 、彼の最晩年の詩集 『百たびののち』に収め られた多 くの詩は、三国での

感慨を思い出しての ものが多い ことに気づか されるだろう。

35『 三好 達 治 全 集 』 第2巻 、339頁 。
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たとえば

花の香

私は思ふ 暖かい南をうけた遠い丘
くろしお

そこに群がる水仙花 黒潮に突出た岬

かの群落を思ふのは
たび じた く

さうして旅支度を思ふのは
なら

この年ごろこの季節の私の習ひ 白昼夢

今日また炉辺にそれをくりかへす
はうこう

芳香はもう鼻をうつて 部屋に漂ふ

臆 ある年の雪の朝

戦に敗けて帰つてきた海軍さんから
くママラ たけ じょうよ

梅を一枝もらつたけ 丈は丈余

天井につかへ この部屋の半ばを領した

白昼夢はその芳香にもまたつながる

(後略)
ヨ　

『百た びの の ち』(昭 和37年3月)

そのことは、この詩集が出たのと同 じ年、すなわち達治62歳 、死の2年 前にあたる

昭和37年9月26日 に朝 日新 聞に寄せた文章、「越前 ・三国 一 わが心 のふ るさと一」

と題 したエセーにも明 らかだ。彼 はそこで

九頭竜川は北陸一の長河である。三國町はその河口に 「帯のはばほど」につづ く

古い町なみである。人口は萬ばか りであつたが、お寺の数 は十の飴 もあつた。小 さ

な佛壇屋 さんが何軒 かあつた。私はその静かな町の、町はつれの雄 島村 米ヶ崎脇
37

(現三國町)と いふのに何年か暮 した。

と書 き始めて、9月 の時雨の気 まぐれな空模様が、秋が深 くなって玉あ られ となって

軒 を打つ風情 を懐か しんでいる。春の詩人 と して出発 して(彼 は揮毫 を求め らると

「測量船』の冒頭の詩、「春の岬」 を書 した)、 晩秋、あるいは冬の詩人 として終わる

彼の一生に位置する三国は、詩人の生の縮 図を呈 しているのか も知れない。

36『 三好 達 治全 集 』 第3巻 、265頁 。

37『 三好 達 治 全 集 』 第12巻 、237頁 。
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